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分の会社も持ち、LK-ARTSなどの販売を行う一方で
世界各地の鯨類調査に参加している、この分野での第
一人者である。このシステムは標識装着のほか、バイ
オプシーサンプルの収集にも世界各国で使用されてお
り、国際水研でもこのシステムの導入の検討がはじ
まった。彼と情報交換をするうちに、2013年の１月に、
ノルウェー北部で実験航海を実施するのでARTSのオ
ペレーションを体験してみないかと誘いがあり、私は
オブザーバーとして参加することになった。

ノルウェーへ
ノルウェーへの出張は2012年１月13日から２月６日
までの日程であった。
初日オスロ到着後は電車で１時間ほどの所にある、
ホートン（Horten）市に滞在し、翌日FFIを訪問した。
ここでは様々なLK-ARTSのキャリア（標識をとりつ
けてLK-ARTSで発射できるようにするもの）（図４、
図５）がラース自身によって制作されている。広々と
した室内で、発射実験を繰り返しながら、キャリアを
制作できる環境は実に羨ましいものであった。
また、今回のプロジェクトのリーダーでもある、ペ
ター・ヴァドシェイム（Petter Kvadsheim） 博士から
FFIが取り組んでいるプロジェクトについて説明を受
けた。彼らは現在、潜水艦のソナー音がミンククジラ
の行動にどのように影響を及ぼすかを研究しており、
そのため、ミンククジラに音、深度、加速度を記録す

るDTAGと呼ばれるデータロガーを装着し、ソナー音
を聞かせて反応を調べようとしている。今回はその試
験航海であり、DTAG装着の方法を確立するために
DTAGのハウジングにテスト用のデータロガーを入
れたものをザトウクジラに発射してみて、装着に適し
たアンカーの形状を探るというものであった。
余談ながら、ノルウェーではどこでもそうだという
のだが、16時になると、FFIの研究者は一斉に帰り支
度を始める。彼らは朝８時に出勤して集中して仕事に
取り組み、よほどの事が無い限り16時には帰って、家

図４ 衛星標識用のキャリア
塩化ビニルのパイプでできており前方に円筒状のアルゴス
PTTをセットする。

図５ 曳航式のデータロガーキャリア
データロガーはバネで前後から挟まれるようになっている。

図６ クヌート氏宅の作業場
作成中のタグやキャリアとともに様々な工具が机に並ぶ
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はあくまでも「空気工具（Pneumatic tool）」であり、「銃
（gun）」ではないとのことであり、もし我々がこれ
を銃として扱うのであれば、ARTSを販売する事はで
きないとまで言われてしまった。しかし残念ながら日
本の法律では誰がなんといおうと銃として扱われてし
まい、輸入には煩雑な手続きが必要となる。
ARTSはアルミニウム製で非常に軽量にできており、
基本的にメンテナンスフリーで海水をかぶっても問題
ない。20 bar以上の空気圧で発射する事が可能で、空
気を注入後にも銃を構えた状態でさらに空気を注入し
たり抜いたりすることができる。これにより、浮上し
た鯨との距離に応じて圧力を調節する事が可能となる。
有効射程は50mである（舷の高い船であればもっとあ
るかもしれない）。また、豊富なオプションが用意さ
れており、発射する標識の重量、大きさに応じて銃身
や肩当て、照準器を交換することができるようになっ
ており、使用者のニーズにとことん合わせられる設計
になっている。レステック社では北欧らしい瀟洒な社
屋で、若いスタッフが楽しそうに働いている姿が印象
的であった。
ボールスタッドでは少々トラブルに見舞われた。係
留していたブラストール号が不調でうまく動かないの
だ。結局、二日間かけてボートを修理した後、やっと
ボールスタッドを出発し、フィヨルドの中を二日がか
りでアンドヤ島をめざして進み、ようやくドゥベルベ
ルグに着いたのは１月20日の朝であった。

アンドフョルデンでの実験航海
アンドヤ島での調査にはラースと私のほか、プロ

ジェクトのリーダーとしてFFIから前述のヴァドシェ
イム博士、イギリスのSMRU （Sea Mammal Research 
Unit）からサナ・クニンガス（Sanna Kuningas）氏（以
降サナと呼ぶ）が参加した。彼女はSMRUで博士号を
取得するため、写真によるシャチの個体識別を行って
おり、今回の調査への参加の目的の一つはシャチの
データを得る事である。またテレビ番組の撮影チーム
として二人が参加し、合計６人で共同生活をしながら
の調査であった。調査に使用するブラストール号は全
長27フィートでフライブリッジと船首に標識装着用の
プラットフォームを備えたボートである。基本的に毎
日港に戻ってくるが、必要とあれば２名が寝るスペー
スがある。通常４名が乗船した。
アンドフョルデンは北極圏に位置するため、この時
期の日照時間は短く、日の出は10時頃、日の入りは14
時頃となる。時間を効率よく使うため、二班にわかれ、
一組は朝10時頃に海岸線を車で走り、双眼鏡でザトウ
クジラを探し、もう一組は港で出港の準備をする。鯨
を見つけたら急いで港に戻り、ボートを出すのである。
狭い海域に数多くのザトウクジラが集まるため、陸か
らでも簡単にクジラを発見する事ができる。（図９）
標識調査にはおあつらえむきの環境である。ボートが
出港すると、サナと私はブラストール号の屋根に上っ
てカメラを構える。役割は、個体識別のため、シャチ、
ザトウクジラの写真を撮る事と標識装着の様子を写真

図９ 陸のすぐ近くにまでやってくるザトウクジラ 図10 シャチの群れ
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な長さ、最適な素材を探ったということであった。今
回もう一つ用意されていた標識は、CTAGと呼ばれる
ラースが作成したタグで、円形でGPSロガーと深度ロ
ガーを備えており、中心に大きめのアンカーが一本だ
けあるものであった（図14）。
これらのタグを合計９回発射し、３回の装着に成功
した（図15）。発射時のクジラまでの距離は12−16m、
圧力は９−10barであった。装着後、タグは海水によ
る電食を利用したリリーサーによってアンカーから切
り離され、浮上する。浮上した標識の回収はタグに備
わったVHFトランスミッターの電波を頼りに方向探
知機で探して行うのだが、一頭目については装着の翌

日に回収する事に成功したものの、２頭目はタグを装
着したまま鯨が遠くに行ってしまって回収できなかっ
た。３頭目もどこに行ったかわからなくなってしまっ
ていたが、近くにいたノルウェー沿岸警備隊の新鋭哨
戒艦、バレンツシャフ （Barentshav、図16）に連絡を
とり、艦橋から八木アンテナを使っての捜索に協力し
てもらう事になった。高さがあることでより広い範囲
が探索できるからである。巡視船よりおろされた小型
高速艇に乗ってバレンツシャフに乗り移ったところ、
またしても余談ではあるが、航走中であるにもかかわ
らずエンジン音が全く感じられず、艦橋は広々として
まるでSF映画の宇宙船のようで、しかもほぼ360度が

図14 DTAGハウジング（奥）とCTAG（手前）
手前のスポンジに刺さっているのはCTAG用アンカー。

図16 ノルウェー沿岸警備隊の哨戒艦「バレンツシャフ」

図15 ザトウクジラに向けて発射したDTAGハウジング
キャリアには茶色半透明のアディプレーンの３本の足
が確認できる

図17 2013年9月、釧路沖でLK-ARTSを用いて衛星標識を�
装着したミンククジラ 
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